
（別紙４）

～ 令和7年10月25日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和7年10月25日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和7年10月25日

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学校、担任の先生、利用児童様との繋がり、信頼関係の構築

を図る。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

経験のある訪問支援員との同行、研修を行っていく。

2

3

○事業所名 保育所等訪問支援 MARINE HOP

○保護者評価実施期間 令和7年9月25日

○保護者評価有効回答数

令和7年9月25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年11月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年9月25日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

はじめて訪問支援を行う訪問支援員には、経験者との差が出る

ことがある。

訪問支援の経験が少ない職員に対してのフォローアップができ

ていない。

利用児童様と担任の先生とのより良い関係づくりを行ってい

る。

授業中、先生が伝えたい事に対して利用児童様が理解できるよ

うに対応をして、授業終了後に担任の先生とすり合わせを行っ

ている。

事業所における自己評価総括表公表


